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語
句
解
説

帆
立
貝
形
古
墳　

平
面
形
が
帆
立
貝
形
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

方
形
周
溝
墓　

方
形
の
低
い
墳
丘
の
周
り

に
溝
を
め
ぐ
ら
せ
た
墓
。

形
古
墳
３
基
、
円
墳
５４
基
、
方
墳
１
基
、

不
明
５
基
で
す
。
古
墳
の
大
き
さ
は
７０
～

９０
ｍ
の
前
方
後
円
墳
４
基(

権
現
山
古
墳
、

舟
塚
古
墳
、
山
田
峰
古
墳
、
滝
台
古
墳)

、

５０
～
６０
ｍ
の
前
方
後
円
墳
２
基(

閑か

ん

き

ょ

居
台

古
墳
、
桃
山
古
墳)

、
５０
ｍ
級
の
帆
立
貝

形
古
墳
２
基(

雷
電
山
古
墳
、
愛
宕
塚
古

墳)

、
４０
～
５０
ｍ
の
大
型
円
墳
３
基
（
塚
山

古
墳
、
天
神
塚
古
墳
、
岡
岩
屋
古
墳
）が
あ

り
ま
す
。

築
造
時
期

５
世
紀
前
半
…
４
世
紀
前
半
に
方

ほ
う
け
い
し
ゅ
う

形
周

溝こ

う

ぼ墓
で
あ
る
権
現
平
古
墳
群
第
２
、
４
号

墳
が
築
造
さ
れ
ま
す
が
、
５
世
紀
前
半
に

円
墳
で
あ
る
塚
山
古
墳(
５０
ｍ)

か
ら
本
格

的
に
開
始
さ
れ
ま
す
。
５
世
紀
の
霞
ケ
浦

高
浜
入
り
で
の
前
方
後
円
墳
は
舟
塚
山

古
墳
の
み
で
あ
り
、
玉
里
古
墳
群
を
は
じ

め
と
す
る
周
辺
地
域
で
は
円
墳
が
築
造
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
前
方
後
円
墳
の
造
墓
活

動
に
規
制
が
働
い
て
い
た
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
。

５
世
紀
末
～
６
世
紀
初
頭
…
舟
塚
山
古

墳
の
大
勢
力
を
頂
点
す
る
政
治
体
制
が

衰
退
し
た
の
か
、
前
方
後
円
墳
が
造
営
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
玉
里
古
墳
群

で
は
、
権
現
山
古
墳
（
８９
．５
ｍ)

、
周
辺
地

域
で
も
、石
岡
市
府
中
愛
宕
山
古
墳
（
９６
．

６
ｍ)

、
大
井
戸
古
墳(

復
原
８６
ｍ)

、
か
す

み
が
う
ら
市
富
士
見
塚
古
墳(

８０
ｍ)

、
行

方
市
三
昧
塚
古
墳(

８６
ｍ)

が
築
造
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
５
基
は
、
ほ
ぼ
同

時
期
、
同
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
小
地

域
の
領
域
を
掌
握
し
た
首
長
が
存
在
し
て

い
た
結
果
と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
埋

葬
施
設
は
、
筑
波
山
で
産
出
さ
れ
る
通
称

雲う

ん

も

へ

ん

が

ん

母
片
岩
の
箱
式
石
棺
を
採
用
す
る
古

墳
が
多
く
、
高
浜
入
り
と
い
う
同
じ
文
化

圏
を
有
し
な
が
ら
、
水
運
を
掌
握
す
る
な

ど
し
て
首
長
自
ら
の
地
位
を
確
立
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

６
世
紀
前
半
～
後
半
…
玉
里
古
墳
群
で

は
二
重
の
箱
式
石
棺
が
特
徴
的
な
舟
塚

古
墳(

７２
ｍ)

が
後
に
続
き
ま
す
。
６
条
７

段
の
円
筒
埴
輪
や
多
種
多
様
な
形
象
埴

輪
が
造
出
部
に
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

舟
塚
古
墳
を
契
機
に
玉
里
古
墳
群
に
は
、

６
世
紀
後
半
に
至
る
６０
年
間
に
首
長
墓
と

考
え
ら
れ
る
山
田
峰
古
墳
、
滝
台
古
墳
、

桃
山
古
墳
、
閑
居
台
古
墳
と
い
っ
た
５
基

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 
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「玉
里
古
墳
群
」
ー
百
年
に
至
る
首
長
の
墓
ー

玉
里
古
墳
群
と
は

　

霞
ケ
浦
北
岸
に
位
置
し
、
半
島
状
に
張

り
出
し
た
玉
里
地
区
に
は
、
５
世
紀
末
か

ら
６
世
紀
後
半
に
至
る
約
１
０
０
年
間

に
首し

ゅ
ち
ょ
う
ぼ

長
墓
と
考
え
ら
れ
る
前
方
後
円
墳

が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
、
墳
丘

長
５０
～
９０
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
７
基
で
あ

り
、
５０
ｍ
級
の
帆ほ

た

て

が

い

立
貝
形
古
墳
２
基
も
そ

の
列
に
加
わ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
お
互

い
１
㎞
以
内
に
あ
る
６
基
の
前
方
後
円
墳

が
含
ま
れ
る
古
墳
群
を
総
じ
て
玉
里
古
墳

群
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

古
墳
の
数
と
墳
形

　

筑
波
山
南
東
麓
か
ら
延
び
る
台
地
と
微

高
地
上
に
総
数
７１
基
が
所
在
し
ま
す
。
墳

形
別
で
は
、
前
方
後
円
墳
８
基
、
帆
立
貝

の
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

６
世
紀
末
～
７
世
紀
初
頭
…
玉
里
古
墳

群
で
は
首
長
墓
が
な
く
な
り
、
高
浜
入
り

の
前
方
後
円
墳
は
、
玉
里
古
墳
群
の
北
側

に
所
在
す
る
木
舟
塚
古
墳
、
西
側
の
富
士

峰
古
墳
、
高
浜
入
り
南
岸
の
か
す
み
が
う

ら
市
風
返
稲
荷
山
古
墳
な
ど
玉
里
古
墳

群
の
周
辺
に
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

７
世
紀
前
半
…
前
方
後
円
墳
か
ら
円
墳

に
な
る
終
末
期
に
は
、
横
穴
式
石
室
を
採

用
し
た
岡
岩
屋
古
墳
（５０
ｍ
）が
築
造
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
程
な
く
し
て
古
墳
造
営

は
終
焉
を
迎
え
ま
す
。

　

１
０
０
年
、
三
世
代
に
至
る
首
長
系
譜

を
辿た

ど

る
と
、
玉
里
古
墳
群
に
は
三
世
代
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
倍
以
上
の
大
型
前
方

後
円
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
の

築
造
状
況
か
ら
政
治
的
動
向
を
探
る
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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